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市役所（代表）　☎042－378－2111
平尾出張所　☎042－331－6346
若葉台出張所　☎042－350－6321
開庁時間　午前8時30分～午後5時

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城

2010
平成22年

第1055号12.15
毎月1日・15日発行

毎月15日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

人口と世帯数
（平成22年12月1日現在）

 人口 84,621人 78人増

 男 42,888人 60人増

 女 41,733人 18人増

 世帯数 35,777世帯 47世帯増
※ 人口及び世帯数は、住民基本台帳と
外国人登録によるものです。

主
な
記
事

多摩川衛生組合における事故等について ２面
固定資産税 ３面
人事行政の運営等の状況 ４面
市職員の給与等の状況 ５面
稲城市耐震改修促進計画などを策定 ６面
水道管にも冬支度を ７面
乳がん・子宮がん検診 ８面

　

市
役
所
の
窓
口
業
務
は
、
年
末
が
12
月
28
日（
火
）ま
で
、
年
始
は
平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）か
ら
で
す
。

そ
の
他
、
市
の
関
連
施
設
は
表
１
・
表
３
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
年
末
は
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
・
資
源
物

の
量
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
最
終
収
集
・
回
収
日
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
少
し
ず
つ
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
（
表
２
参
照
）。
休
日
急
病
診
療
所
は
８
面
カ
レ
ン
ダ
ー
内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
南
多
摩
斎
場
の
業
務
は
表
３
の
と
お

り
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

南
多
摩
斎
場　

☎
042
・
797
・
７
６

４
１

表１　市役所・各施設　 は、休みです。 は、平常どおりです。

施設名 問い合わせ 27日
（月）

28日
（火）

29日
（水）

30日
（木）

31日
（金）

１月１日
（土）

２日
（日）

３日
（月）

４日
（火）

５日
（水）

市 役 所
（平尾・若葉台出張所）

☎378－2111
（市役所）

婚姻・出生・死亡など戸籍の届け出は、
市役所の当直員がお預かりします。

保 健 セ ン タ ー ☎378－3421

市 立 病 院 ☎377－0931

東 京 都 水 道 局
多 摩 お 客 さ ま
セ ン タ ー
（水道に関する
問 い 合 わ せ ）

使用開始・中止など
　☎0570－091－100
　☎042－548－5100
料金・漏水修繕・その他
　☎0570－091－101
　☎042－548－5110

上段の電話番号はナビダイヤル、
PHS・IP電話などからは下段の電話番号へおかけください。
受付時間：午前８時30分～午後８時（日曜日・祝日を除く）
※漏水事故などの緊急の場合は、全日24時間対応します。

地域振興プラザ ☎378－2112

市民活動サポートセンター、男女平等推進センター、
会議室の利用は、年末は12月27日（月）まで、年始は
１月５日（水）からです〔申込受付は、年末は12月24
日（金）まで、年始は１月５日（水）からです〕。

子 ど も 家 庭
支 援 セ ン タ ー ☎378－6366 「あそびのひろば」も、この期間は休みです。

福 祉 セ ン タ ー
（社会福祉協議会） ☎378－3366

福祉センターは12月28日（火）から１月４日（火）まで休館します。
なお、社会福祉協議会は12月28日（火）と１月４日（火）は平常どおり
業務を行います。

消 費 者 ル ー ム
（消費者相談室） ☎370－7510

リ サ イ ク ル
シ ョ ッ プ ☎379－5374 年内の営業は12月24日（金）まで、年始は１月12日（水）からです。

※体育施設、文化センター、図書館などについては、生涯学習だより「ひろば」12月15日号（本号に折り込み）をご覧ください。

表２　ごみ・資源物の収集、し尿くみ取りの受付　　　 ▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイクル係

地区
分別 矢野口

東長沼
大丸 百村 坂浜 平尾 平尾住宅

賃貸 押立 向陽台 長峰 若葉台
3099番まで 3100番から

収
集
最
終
日
・
開
始
日

ご
み

燃える
ごみ

最終日（12月） 28日（火） 30日（木） 28日（火） 30日（木） 28日（火） 30日（木） 28日（火） 28日（火） 30日（木） 28日（火） 30日（木） 30日（木）

開始日（１月） ４日（火） ６日（木） ４日（火） ６日（木） ４日（火） ６日（木） ４日（火） ４日（火） ６日（木） ４日（火） ６日（木） ６日（木）

燃えない
ごみ

最終日（12月） 16日（木） 17日（金） 20日（月） 24日（金） 20日（月） 21日（火） 23日（木） 23日（木） 28日（火） 27日（月） 17日（金） 24日（金）

開始日（１月） ６日（木） ７日（金） 10日（月） 14日（金） 10日（月） ４日（火） 13日（木） 13日（木） 11日（火） 10日（月） ７日（金） 14日（金）

資
源
物

びん
最終日（12月） 27日（月） 28日（火） 30日（木） 29日（水） 30日（木） 27日（月） 30日（木） 29日（水） 28日（火） 24日（金） 24日（金） 24日（金）

開始日（１月） 10日（月） 11日（火） ６日（木） ５日（水） ６日（木） 10日（月） ６日（木） ５日（水） 11日（火） ７日（金） ７日（金） ７日（金）

缶・ペット
ボトル

最終日（12月） 30日（木） 24日（金） 27日（月） 28日（火） 27日（月） 28日（火） 27日（月） 29日（水） 24日（金） 29日（水） 27日（月） 29日（水）

開始日（１月） ６日（木） ７日（金） 10日（月） 11日（火） 10日（月） 11日（火） 10日（月） ５日（水） ７日（金） ５日（水） 10日（月） ５日（水）

古紙・
古布

最終日（12月） 22日（水） 15日（水） 22日（水） 22日（水） 22日（水） 22日（水） 15日（水） 15日（水） 15日（水） 15日（水） 22日（水） 22日（水）

開始日（１月） 12日（水） ５日（水） 12日（水） 12日（水） 12日（水） 12日（水） ５日（水） ５日（水） ５日（水） ５日（水） 12日（水） 12日（水）

金属物・
有害物

最終日（12月） 収集終了 収集終了 22日（水） 22日（水） 22日（水） 22日（水） 15日（水） 15日（水） 収集終了 15日（水） 収集終了 収集終了

開始日（１月） 12日（水） ５日（水） 26日（水） 26日（水） 26日（水） 26日（水） 19日（水） 19日（水） ５日（水） 19日（水） 12日（水） 12日（水）

し尿くみ取り受付 年末は12月28日（火）午前11時まで、年始は１月４日（火）からです。

※粗大ごみの申し込みは、年末は12月28日（火）まで、年始は１月４日（火）からです。
※粗大ごみの収集は、12月22日（水）までに申し込まれた場合は、年内に行います。12月23日（木・祝）以降の申し込みについては、１月４日（火）以降の収集となります。
※詳細は、ごみ・リサイクルカレンダーをご覧ください。

表３　南多摩斎場の業務
期日 曜日 火葬業務 式場業務
12月28日 火 平常どおり 平常どおり
12月29日 水 平常どおり 平常どおり
12月30日 木 平常どおり 平常どおり
12月31日 金 平常どおり 通夜から利用不可
１月１日 土 休業日 休業日
１月２日 日 休業日 休業日
１月３日 月 休業日 休業日
１月４日 火 平常どおり 通夜から利用可
１月５日 水 平常どおり 平常どおり

※受付、霊安室業務は平常どおり行います。
※受付は、午前８時30分から午後10時まで行います。
※１月１日（土）から３日（月）まで、使用料払い込みなどの手
続きはできません。

　歳末を迎え、火災の発生が普段より多くなることが予想されます。市民
の皆さんに安心して新年を迎えていただくため、稲城消防署及び消防団で
は歳末消防特別警戒を実施します。
　「消したかな　あなたを守る　合言葉」を全国火災予防統一標語として
巡回広報し、火災予防を呼びかけます。
　皆さんもお出かけ前、おやすみ前にはもう一度火の元の確認をお願いし
ます。

▽期日　12月24日（金）～30日（木）

▽時間　午後６時～10時

▽問い合わせ　稲城消防署総務課庶務係　☎377－7119

歳 末 消 防 特 別 警 戒歳 末 消 防 特 別 警 戒 南
多
摩
斎
場
の
業
務
に
つ
い
て

南
多
摩
斎
場
の
業
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
市
の
業
務

年
末
年
始
の
市
の
業
務

年
末
年
始
の
市
の
業
務
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▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

女
性
の
悩
み
相
談

女
性
の
悩
み
相
談

〜
心
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
〜

〜
心
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
〜

スピーチ発表者募集
第14回
国際理解プログラム

コミュニケートしようコミュニケートしよう
私たち地球家族私たち地球家族

We are oneWe are one

　

例
年
、
年
末
年
始
は
交
通
死
亡

事
故
が
増
加
し
ま
す
。
昨
年
、
市

内
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
３

件
に
お
い
て
も
、
２
人
の
方
が
１

月
に
、
１
人
の
方
が
11
月
に
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

車
両
を
運
転
す
る
方
へ

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
に
は
ラ
イ
ト

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。
信
号
無
視
や
歩

行
者
妨
害
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

稲
城
市
・
狛
江
市
・
府
中
市
・

国
立
市
で
構
成
す
る
多
摩
川
衛
生

組
合（
以
下「
組
合
」）に
お
い
て
、

塩
酸
漏
え
い
事
故
が
発
生
、ま
た
、

有
害
ご
み
焼
却
試
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
市
民
、
日

の
出
町
、
関
係
機
関
の
皆
様
へ
多

大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
遺

憾
で
あ
り
ま
す
。

　

構
成
４
市
は
、
こ
の
事
態
を
重

く
受
け
止
め
、
10
月
６
日
に
、
副

市
長
及
び
相
当
職
に
よ
る
事
故
等

調
査
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

11
月
10
日
に
は
、
調
査
結
果
を
も

と
に
、
再
発
防
止
等
を
組
合
へ
申

し
入
れ
ま
し
た
。

　

市
民
及
び
関
係
す
る
皆
様
へ
調

査
結
果
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
し

ま
す
。

塩
酸
漏
え
い
事
故

　

平
成
22
年
６
月
15
日
に
汚
水
処

理
室
内
の
塩
酸
配
管
バ
ル
ブ
の
ボ

ル
ト
５
本
が
破
断
し
、
す
き
間
か

ら
塩
酸
が
噴
出
し
て
周
辺
の
設
備

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。自転

車
に
乗
る
方
へ

○
「
一
時
停
止
」
の
標
識
が
あ
る

場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で

は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
信
号
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
二
人
乗
り
や
携
帯
電
話
を
使
用

し
な
が
ら
の
運
転
、
雨
の
日
の
傘

差
し
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
方
へ

○
信
号
を
確
認
し
、
左
右
の
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り

ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
は
、
明
る

い
服
装
と
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ 

管
理
課
交
通
対

策
係
、多
摩
中
央
警
察
署　

☎
042
・

375
・
０
１
１
０

保健施設（温泉センター）の割引後の自己負担額一覧

施　設　名
大人

（中学生以上
74歳まで）

子ども
（小学生）

数馬の湯 （終日） 400円 200円
もえぎの湯 （2時間） 400円 200円
瀬音の湯 （3時間） 600円 200円
つるつる温泉 （3時間） 600円 200円
※数馬の湯、もえぎの湯は、別途入湯税50円（12歳以
上）がかかります。

　

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
が
、
助
成
を
受
け
て
利
用

で
き
る
日
帰
り
の
保
健
施
設
（
温

泉
セ
ン
タ
ー
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

▽
保
健
施
設 

①
檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の

湯
」（
JR
武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
西

東
京
バ
ス
数
馬
行
き
「
温
泉
セ
ン

タ
ー
」
下
車
）

②
奥
多
摩
温
泉
「
も
え
ぎ
の
湯
」

（
JR
奥
多
摩
駅
下
車
徒
歩
約
10
分
）

③
秋
川
渓
谷「
瀬
音
の
湯
」（
JR
武

蔵
五
日
市
駅
か
ら
西
東
京
バ
ス
上

養
沢
行
き
「
瀬
音
の
湯
」
下
車
）

④
生
涯
青
春
の
湯
「
つ
る
つ
る
温

泉
」（
JR
武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
西

東
京
バ
ス
つ
る
つ
る
温
泉
行
き
終

点
）

▽
利
用
期
限 

平
成
23
年
３
月
31

日（
木
）

▽
利
用
方
法 

保
険
年
金
課
ま
た

は
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
（
保
険

証
を
持
参
）
で
発
行
す
る
利
用
券

を
保
健
施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
自
己
負
担
額 

右
表
の
と
お
り

▽
問
い
合
わ
せ 

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係

納期限　12月27日（月）

市・都民税（第４期）
固定資産税・都市計画税（第３期）
国民健康保険税（第６期）
安心！納税！口座振替!!

▽問い合わせ　納税課納税係

　

夫
婦
の
問
題
や
家
族
の
こ
と
、

あ
る
い
は
結
婚
問
題
で
あ
っ
た
り
、

離
婚
に
関
す
る
悩
み
だ
っ
た
り
、

仕
事
や
職
場
で
の
人
間
関
係
、
自

身
の
生
き
方
、
ま
た
は
身
の
危
険

さ
え
伴
う
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
と
い
っ
た
深
刻
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
な
ど
、
現
代
社
会
で
は

個
人
の
悩
み
は
複
雑
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
自
分

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
専
門
の
相

談
員
に
打
ち
明
け
て
、
少
し
で
も

心
の
負
担
を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
。

面
接
に
よ
る
相
談
が
困
難
な
方
は

電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
相
談
日 

毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
、
第
４
土
曜
日

※
水
曜
日
の
み
男
性
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

▽
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
相
談
時
間
は
一
人
50
分
間

▽
相
談
方
法 

面
談
、
電
話

▽
費
用 

無
料

▽
申
込
方
法 

相
談
日
前
日
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協

働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

　

多
く
の
国
の
人
と
触
れ
合
い
た

い
、交
流
を
持
ち
た
い
と
い
う
方
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
方
に
よ
る
ス
ピ

ー
チ
発
表
会
に
参
加
し
て
、
た
く

さ
ん
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
そ
こ
か

ら
新
し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

▽
期
日 

平
成
23
年
２
月
13
日

（
日
）

▽
時
間 

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容 

①
外
国
語
に
よ
る
ス
ピ

ー
チ
（
テ
ー
マ
は
自
由
）
②
外
国

籍
の
方
の
日
本
語
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
（
テ
ー
マ
は
自
由
）
③
日
本
語

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ（
テ
ー
マ
は「
異

文
化
体
験
」「
国
際
理
解
」
な
ど
）

※
宗
教
・
営
利
に
関
わ
る
内
容
の

ス
ピ
ー
チ
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
の
後
に
交
流

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
発
表
時
間 

５
分
以
内

▽
募
集
人
数 

15
人
程
度

▽
申
込
方
法 

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
グ
ル
ー
プ
で
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限 

平
成
23
年
１
月
10

日（
月
・
祝
）

▽
申
込
先 

稲
城
国
際
交
流
の
会

事
務
局　

金
子　

378
・
１
５
０

６
、
�kzkanek@

m
x6.nisiq.

net▽
問
い
合
わ
せ 

協
働
推
進
課
協

働
推
進
係

を
損
傷
し
ま
し
た
。
復
旧
ま
で
の

45
日
間
、
焼
却
炉
が
停
止
し
た
た

め
、
組
合
構
成
市
の
ご
み
約
６
２

４
１
ト
ン
は
、
市
外
５
カ
所
の
公

営
清
掃
工
場
に
処
理
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

ボ
ル
ト
が
破
断
に
至
っ
た
原
因

は
、
点
検
が
目
視
だ
け
で
あ
っ
た

な
ど
日
常
的
な
維
持
管
理
上
の
要

因
と
、
施
設
の
塩
酸
等
の
リ
ス
ク

対
策
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
施
設

の
設
計
・
施
工
上
の
要
因
が
、
複

合
的
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
こ
の
事
故
に
伴
う
塩

酸
の
施
設
外
へ
の
流
出
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
故
に
先
立
ち
、

平
成
21
年
１
月
11
日
に
施
設
内
排

水
溝
に
塩
酸
が
流
れ
た
別
の
事
故

も
発
生
し
て
い
た
た
め
、
今
回
の

事
故
と
の
関
連
が
疑
わ
れ
ま
し
た

が
、
関
連
性
は
低
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

事
故
後
、
組
合
で
は
塩
酸
配
管

の
全
て
の
バ
ル
ブ
、
ボ
ル
ト
を
交

換
し
、
復
旧
を
行
い
ま
し
た
。
更

に
、
再
発
防
止
の
た
め
の
抜
本
的

な
対
策
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

有
害
ご
み
焼
却
試
験

　

有
害
ご
み
焼
却
試
験
は
、
組
合

職
員
が
発
案
し
、
組
合
施
設
課
で

事
業
取
組
方
針
と
し
て
位
置
付
け
、

廃
蛍
光
管
と
廃
乾
電
池
の
新
た
な

処
理
方
法
の
模
索
と
、
安
全
性
、

経
済
性
の
検
証
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
12
月

と
平
成
22
年
２
月
に
、
計
５
回
、

約
８
ト
ン
が
試
験
焼
却
さ
れ
ま
し

た
。

　

組
合
で
は
、廃
棄
物
処
理
法
上
、

有
害
ご
み
の
処
理
方
法
が
特
に
規

定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
事

前
に
市
民
の
皆
様
や
構
成
市
・
関

係
機
関
に
連
絡
や
相
談
を
せ
ず
、

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

実
験
に
基
づ
く
排
ガ
ス
等
の
分

析
結
果
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

組
合
で
は
、こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、

有
害
ご
み
の
工
場
内
処
理
は
適
当

で
は
な
い
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
却
試
験
時
に
排
出
さ

れ
た
飛ひ

灰ば
い

を
東
京
た
ま
広
域
資
源

循
環
組
合
の
運
営
す
る
エ
コ
セ
メ

ン
ト
化
施
設
へ
搬
送
し
た
こ
と
は
、

同
組
合
と
日
の
出
町
と
の
公
害
防

止
協
定
に
よ
る
「
有
害
ご
み
分
別

の
原
則
」に
反
す
る
も
の
で
し
た
。

　

焼
却
試
験
が
実
施
に
至
っ
て
し

ま
っ
た
原
因
と
し
て
、
事
故
等
調

査
委
員
会
で
は
、
①
環
境
に
対
す

る
組
合
職
員
の
意
識
の
欠
如
、
②

実
施
に
至
る
経
過
で
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
欠
如
、
③
日
の
出
町
へ
の

配
慮
の
欠
如
等
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
再
発
防
止
策
と
し
て
、
①

意
思
決
定
制
度
等
の
見
直
し
、
②

組
合
組
織
全
体
の
職
務
に
対
す
る

意
識
改
革
、
③
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化

施
設
へ
の
搬
入
に
関
す
る
ル
ー
ル

等
の
遵
守
を
求
め
、
徹
底
し
た
再

発
防
止
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
事
故
等
調
査
委
員
会
の

調
査
の
過
程
で
、
試
験
と
は
別
に

有
害
ご
み
が
不
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
別
の
調
査
委
員
会
を
設

置
し
、
早
急
に
実
態
を
把
握
し
、

再
発
防
止
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て

　

今
回
の
有
害
ご
み
の
焼
却
試
験

が
、
構
成
市
や
日
の
出
町
、
関
係

機
関
、
そ
し
て
、
地
元
大
丸
地
区

を
始
め
と
し
た
周
辺
地
区
の
皆
様

に
多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
こ
と
の
責
任
を
取
り
、

石
川
稲
城
市
長
は
、
多
摩
川
衛
生

組
合
の
管
理
者
を
辞
職
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
試
験
に
関
与
し
た

組
合
職
員
に
対
し
処
分
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

稲
城
市
で
は
、
廃
蛍
光
管
・
廃

乾
電
池
等
が
二
度
と
組
合
で
焼
却

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
組

合
へ
の
持
ち
込
み
を
中
止
し
、
新

た
に
別
の
ル
ー
ト
を
築
き
、
処
理

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
こ
の
こ

と
に
よ
る
有
害
ご
み
排
出
方
法
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
て
い

る
日
の
出
町
の
協
力
に
よ
り
焼
却

灰
の
処
理
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、今
後
、稲
城
市
は
、

構
成
市
と
し
て
組
合
の
運
営
を
し

っ
か
り
と
監
視
し
、
組
合
が
市
民

及
び
日
の
出
町
の
皆
様
の
信
頼
を

早
期
に
取
り
戻
す
よ
う
働
き
か
け

て
ま
い
り
ま
す
。

焼却試験による排ガス等の分析結果
　排ガス分析は、第三者の測定分析会社に委託して実施したものです。
項目 結果

排
気
ガ
ス

ご
み
焼
却
処
理
施
設

　12項目（注１）の測定値は、大気汚染防止法による自主
規制値を超えていない。
　その内、水銀については、基準値はないが通常排出量（５
年間平均）の約２倍から９倍程度であった。通常排出量（５
年間平均）は、0.0068mg/Nm³、実験時の測定値は、最小
0.015mg/Nm³、最大0.063mg/Nm³。
※清掃工場建設時の環境アセスによれば、大気に放出され
た排ガスは、測定値（排気ダクト内測定）の1000分の１に
なることから、周辺環境の水銀濃度は、最大0.000063mg/
Nm³となり、WHO欧州地域事務局ガイドライン（0.001mg）
や労働安全衛生法に基づく管理濃度（0.025mg）を下回った。

灰
溶
融
処
理
施
設

　12項目（注１）の測定値は、大気汚染防止法による自主
規制値を超えていない。
　その内、水銀については、基準値はないが通常排出量（５
年間平均）の約2.5倍から８倍程度であった。通常排出量（５
年間平均）は0.0199mg/Nm³、実験時の測定値は、最小
0.050mg/Nm³、最大0.157mg/Nm³。
※清掃工場建設時の環境アセスによれば、大気に放出され
た排ガスは、測定値（排気ダクト内測定）の1000分の１に
なることから、周辺環境の水銀濃度は、最大0.000157mg/
Nm³となり、WHO欧州地域事務局ガイドライン（0.001mg）
や労働安全衛生法に基づく管理濃度（0.025mg）を下回った。

下水道への
放流水 43項目（注２）についての測定値は、基準値を超えていない。

飛
灰
溶出量
試　験 ６項目（注３）についての測定値は、基準値を超えていない。

ス
ラ
グ

溶出量
試　験 ８項目（注４）についての測定値は、基準値を超えていない。

含有量
試　験

　８項目（注４）の内７項目の測定値は、基準値を超えて
いない。鉛の測定値は、一部で基準値を超えていた（基準
値は150mg/kg、測定値は280mg/kg）が、再溶融処理を
行い基準値以下であることを確認した（再処理後、測定値
は12mg/kg）。

注１　ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物、塩化水素、酸素濃度、フッ素、
水銀、鉛、カドミウム、塩素、アンモニア、一酸化炭素
注２　水温、ｐＨ、電気伝導率、濁度、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、n－ヘ
キサン鉱物、n－ヘキサン動植物、ヨウ素、窒素、リン、亜鉛、鉄、鉛、
六価クロム、総水銀、アルキル水銀、フェノｰル、銅、マンガン、クロム、
フッ素、カドミウム、シアン、有機リン、ヒ素、ＰＣＢ、トリクロロエ
チレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、１,２ジ
クロロエタン、１,1ジクロロエチレン、１,２ジクロロエチレン、１,1,
１トリクロロエタン、１,1,２トリクロロエタン、１,３ジクロロプロペン、
ベンゼン、チウラム、シマジン、チオベンアカルオプ、セレン
注３　カドミウム、鉛、ヒ素、水銀、六価クロム、セレン
注４　カドミウム、鉛、ヒ素、総水銀、六価クロム、セレン、フッ素、
ホウ素

交
通
死
亡
事
故
連
続
減
少

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ア
ン
ダ
ー
205

年
末
年
始
の
交
通
事
故
に

ご
注
意
！
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選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

1212
月
の
月
の定

時
登
録

定
時
登
録

贈
ら
な
い
！

贈
ら
な
い
！

　

求
め
な
い
！

　

求
め
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

1212
月
・
１
月
は
政
治
家
の

月
・
１
月
は
政
治
家
の

寄
附
禁
止
Ｐ
Ｒ
強
化
期
間
で
す

寄
附
禁
止
Ｐ
Ｒ
強
化
期
間
で
す

選挙人名簿登録者数 （12月2日現在）

投票区 投票所名 計 男 女
１ 稲城第一小学校 5,171人 2,773人 2,398人
２ 福 祉 セ ン タ ー 5,884人 3,074人 2,810人
３ 第 四 保 育 園 3,196人 1,612人 1,584人
４ 稲城第二小学校 2,157人 1,141人 1,016人
５ 稲城第四小学校 4,673人 2,416人 2,257人
６ 稲城第四中学校 3,117人 1,617人 1,500人
７ 平 尾 小 学 校 2,788人 1,386人 1,402人
８ 大 丸 地 区 会 館 5,039人 2,628人 2,411人
９ ふ れ ん ど 平 尾 4,216人 2,035人 2,181人
10 稲城第七小学校 4,142人 2,137人 2,005人
11 向 陽 台 小 学 校 5,413人 2,670人 2,743人
12 平 尾 自 治 会 館 2,403人 1,155人 1,248人
13 城 山 小 学 校 3,493人 1,723人 1,770人
14 長 峰 小 学 校 3,591人 1,708人 1,883人
15 若 葉 台 小 学 校 4,027人 1,972人 2,055人
16 稲城第三中学校 3,649人 1,897人 1,752人
17 稲城第六中学校 3,514人 1,688人 1,826人

合　　　計 66,473人 33,632人 32,841人

　

12
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
12
月
２
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
時
登
録
に
よ
る
市
全

体
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
の
任
期
（
３
年
）
の
満

了
に
よ
り
、
全
国
一
斉
に
改
選
が

行
わ
れ
、
稲
城
市
で
は
58
人
の
方

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
12
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
、
高
齢
者
福
祉
や
児

童
福
祉
な
ど
、
日
頃
か
ら
地
域
に

お
け
る
福
祉
問
題
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、
行
政
機

関
と
連
携
を
と
り
、
そ
の
解
決
に

努
力
し
て
い
ま
す
。
何
か
お
困
り

の
時
に
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
新
任
者
14
人
を
含
め
た

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課
地

域
福
祉
係

民生委員・児童委員
氏　名 住　所 電　話
栗山　和子 矢野口1593－２ 377－8974

原田　正行 矢野口1185－２ 377－4388

堀江　光枝 矢野口3750 377－2936

倉科久美子 矢野口1846－12 377－6949

城所　恵子 矢野口1837 377－5414

青木　禮
れ い

子
こ

矢野口2029 377－6121

原田　勝子 矢野口48－５ 377－9690

鈴木　恵子 矢野口2219 377－9464

城所　和子 矢野口2307 378－7968

齋藤　信一 東長沼419－２ 377－5154

山田　佳昭 東長沼60 377－2252

工藤シゲ子 東長沼951 377－8570

藤森　良子 東長沼1139－６ 378－0398

豊口　住枝 東長沼1708－６ 378－9163

宮崎　信子 東長沼735 377－6912

山本　和子 東長沼1700－９ 378－3587

加藤眞知子 東長沼2131－３ 379－1259

町田　伸一 大丸1378 377－4001

鷹野　洋子 大丸1070－７ 377－4774

山田　セキ 大丸630－３－1009 378－1027

石井美枝子 大丸161－4 378－3554

及川　若
わ か

水
み

大丸630－３－1007 377－1727

林　美智子 大丸373 377－6056

松崎美枝子 大丸61－19 377－6135

田久保晴夫 百村1064 377－2369

松浦貴代子 百村242－１ 377－1165

佐野　幸代 百村1132－3 377－9631

中山　宏司 坂浜1084 331－3284

榎本　幸代 坂浜110－3 331－3176

主任児童委員
氏　名 住　所 電　話
佐藤久美子 矢野口1472－４ 379－4899

山崎　和美 大丸536－５ １－417 377－9424

氏　名 住　所 電　話
狩
か

野
の

　和枝 向陽台１－17－13 379－4147

小林モトエ 若葉台４－11－7 331－9456

氏　名 住　所 電　話
市村　和子 坂浜2891 331－5969

工藤三枝子 平尾３－１－１平尾住宅19－105 331－9250

木
き

附
つ き

沢
ざ わ

直樹 平尾３－１－１平尾住宅31－509 331－1589

末松　妙子 平尾３－７－５平尾住宅64－309 331－5432

上條満喜子 平尾２－72－４ 331－3783
馬場　房義 平尾１－28－13 331－5090

近藤　宗人 平尾３－７－５平尾住宅68－108 331－2279

黒髪　紀
み ち

子
こ

平尾１－11－16 331－1636
武田　洋子 平尾２－17－10 331－3028

最
さ い

勝
しょう

寺
じ

常
つ ね

生
お

平尾２－99－８ 331－3447
川崎　　勤 押立370 377－4974

庚
こ う

塚
づ か

　克子 押立1710－３ 378－2716

土
ひ じ

方
か た

　保道 押立688 377－5276
清水千佳子 向陽台３－11－１ 379－6335
若松　和子 向陽台４－２－Ｂ901 378－7763

髙田　孝子 向陽台５－10１－204 378－3906

中村　達也 向陽台１－６－４ 377－8459

梅澤　文之 向陽台６－１３－201 379－5215

菅田　紀
と し

夫
お

長峰２－３－５ 331－3305
河村美恵子 長峰３－３－５－303 331－8834
秋草　君枝 長峰3－26－1 350－2158
榎本壮一郎 若葉台１－３－23 331－3298

當
と う

野
の

　　彰 若葉台２－12 Ｃ－205 350－0184

武田よし子 若葉台３－１－１Ｈ－1103 350－0626

五十嵐和世 若葉台４－10－７ 331－6944

地
域
福
祉
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・児童

委
員

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お

金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。 

　

有
権
者
が
政
治
家
に
、
寄
附
を

出
す
よ
う
勧
め
た
り
要
求
し
た
り

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脅
し
た
り
、
政
治
家
を

陥
れ
る
目
的
で
寄
附
を
要
求
し
た

り
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。 

▽
違
反
と
な
る
例　

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
町
内
会
の
集
会
や
催
し
物
へ
の

寸
志
、
差
し
入
れ

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪

○
お
歳
暮
な
ど
の
贈
り
物

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出

席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
葬
儀
の
花
輪
、
供
花

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

固
定
資
産
税

固
定
資
産
税

家
屋

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

平
成
22
年
中
に
新
築
・
増
改
築

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
調
査
と
は
、
各
部
屋
の

間
取
り
、
使
用
材
料
、
施
工
程
度

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
市
職
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
は
、
事

前
に
文
書
で
連
絡
し
、
日
時
を
約

束
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
額
の
軽
減（
減
額
）

▽
新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を

含
む
）

　

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

▽
住
宅
の
改
修
工
事

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
耐
震
改
修
（
昭
和
57
年
１
月
１

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
）

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
平
成
19

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
を
対
象
）

○
省
エ
ネ
改
修
（
平
成
20
年
１
月

１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
の
み
重
複
し
て
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

　

平
成
22
年
中
に
取
り
壊
し
た
家

屋
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を

課
税
し
ま
せ
ん
。
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
届
け
出
を
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
、
新

築
・
増
築
し
た
時
は
、
登
記
所
へ

の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

家
屋
の
用
途
を
変
更
さ
れ
た
方

　

平
成
22
年
中
に
家
屋
の
全
部
ま

た
は
一
部
の
用
途
を
変
更
さ
れ
た

方
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
額
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

申
告
は
平
成

 

 

 

 

 

23

  

年
１
月

 

 

 

31

  

日 

（
月
 
 

） 
ま
で
 
 

　

１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
前
年
と
申
告
内

容
が
変
わ
ら
な
い
方
、商
号
変
更
・

廃
業
な
ど
を
し
た
方
も
、
そ
の
旨

を
記
載
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は

　

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
の

資
産
で
、
所
得
税
・
法
人
税
の
申

告
で
減
価
償
却
費
と
し
て
損
金
や

必
要
経
費
に
算
入
し
て
い
る
構
築

物
、
機
械
・
設
備
、
器
具
・
備
品

な
ど
で
す
。

償
却
資
産
と
な
る
例

○
飲
食
店
＝
ク
ー
ラ
ー
、
厨ち

ゅ
う

房ぼ
う

設

備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
冷
蔵
庫
、
カ

ラ
オ
ケ
他

○
理
容
・
美
容
店
＝
理
容
い
す
、

蒸
し
器
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
他 

○
医
院
＝
ベ
ッ
ド
、
手
術
・
検
査

機
器
、
調
剤
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
他 

○
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
経
営
＝
受

変
電
設
備
、
外
構
、
植
栽
、
自
転

車
置
場
、
ご
み
置
場
、
駐
車
場
舗

装
ほ
か

○
農
業
＝
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
井

戸
工
事
、
チ
ッ
パ
ー
、
果
樹
棚
、

防
鳥
網
ほ
か

▽
申
告
期
限 

平
成
23
年
１
月
31

日（
月
）

▽
申
告
・
問
い
合
わ
せ　

課
税
課

家
屋
係

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
・

保
育
計
画

平
成
21
年
度

進
捗
状
況
公
表

1212
月
期
分
（
８
月
〜

月
期
分
（
８
月
〜
1111
月
分
）

月
分
）

手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

　
「
稲
城
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
は
子
ど
も
の
幸
せ
を
第

一
に
考
え
、
子
供
の
利
益
が
最
大

限
尊
重
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
、

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
た

め
の
計
画
で
す
。

　
「
保
育
計
画
」
は
認
可
保
育
所

の
待
機
児
童
を
解
消
し
、
多
様
な

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

計
画
で
す
。

　

計
画
に
基
づ
く
措
置
の
進
捗
状

況
を
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

保
育
係

　

現
在
、
手
当
を
受
給
中
の
方
で

施
設
に
入
所
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
受
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
方
は
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合

は
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ 

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

　

高
齢
期
に
な
る
と
目
が
見
え
に

く
く
な
り
、
足
に
手
が
届
か
ず
、

足
の
爪
を
切
る
こ
と
が
大
変
に
な

り
ま
す
。
高
齢
者
へ
の
足
の
お
手

入
れ
に
つ
い
て
全
２
回
を
通
し
て

学
び
ま
す
。
家
族
の
足
元
に
目
を

向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象 

介
護
に
関
心
の
あ
る
方

▽
期
日 

平
成
23
年
１
月
22
日

（
土
）、
２
月
12
日（
土
）

▽
時
間 

各
回
と
も
午
前
10
時
〜

正
午

▽
会
場 

ｉ
プ
ラ
ザ

▽
定
員 

10
人
（
先
着
順
）

※
全
日
程
参
加
で
き
る
方
優
先

▽
内
容 

足
の
洗
い
方
・
爪
の
切

り
方
な
ど
、
介
助
の
方
法

▽
費
用 

無
料

▽
申
込
方
法 

12
月
28
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
331
・
６
６
０
１

今日からできる！

高齢者への足の
お手入れのしかた

介 護 教 室



22・12・15 代表電話は378－2111 （4）（5） 代表電話は378－2111

採　用　者（平成22年４月１日付）

区分 一般
事務職

土木
技術職

建築
技術職 消防職 医　師 医療

技師職
看護師・
助産師

再任用・
派遣等 計

人数 21人 ３人 ４人 ２人 ３人 ２人 21人 － 56人

３．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成21年度）
分
限

区分 降任 免職 休職 計
件数 ― ― ６件 ６件

懲
戒

区分 戒告 減給 停職 免職 計
件数 ― ― ― ― ０件

４．職員の服務の状況（平成21年度）

区分 職務免除 兼業許可

件数 86件 ８件

表1　人件費の状況（平成21年度普通会計決算） 
区分 歳出額（A） 人件費（B） 人件費比率（B／A）

平成21年度 28,608,306千円 4,950,899千円 17.3％
平成20年度 27,017,791千円 5,095,026千円 18.9％

※市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業会計に分かれています。普通会計とは、稲
城市では一般会計に土地区画整理事業特別会計を加えたものを言います。
※人件費には特別職に支給される給料･報酬などを含んでいます。

表８　職員数の状況
部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日）

区分 職員数 対前年増減数 平成22年の職員数の主な増減理由平成21年 平成22年 平成22年

一
般
行
政
部
門

議 会 ７人 ７人 ０人
総務・企画 88人 88人 ０人
税 務 30人 30人 ０人
民 生 122人 121人 △１人 業務見直しによる減（△1）
衛 生 22人 23人 １人 欠員補充（1）
労 働 ０人 ０人 ０人
農 林 水 産 ５人 ５人 ０人
商 工 ３人 ３人 ０人
土 木 47人 49人 ２人 区画整理事業進展に伴う業務増（2）
小 計 324人 326人 ２人

特別行政
部門

教 育 73人 68人 △５人 短時間再任用職員化（△５）　
消 防 76人 76人 ０人
小 計 149人 144人 △５人

公営企業
会計部門

病 院 269人 279人 10人 機能拡充による業務増及び欠員補充（10）
下 水 道 10人 10人 ０人
そ の 他 35人 34人 △１人 業務見直しによる減（△1）
小 計 314人 323人 ９人

総合計 787人 793人 ６人
（平成22年度地方公共団体定員管理調査個別団体表抜粋）

※職員数は一般職に属する職員数であり、教育長、地方公務員の身分を保有する休職者を
含み、臨時または非常勤職員を除きます。

表７　特別職の給料･報酬、期末手当の状況（平成22年４月１日現在） 
区分 給料･報酬の月額 期末手当

給料
市　長 854,000円 ６月期　2.0月

12月期　2.5月
計　　4.5月副市長 740,000円

報酬

議　長 498,000円
６月期　2.0月
12月期　2.5月
計　　4.5月

副議長 454,000円
常任委員長など 432,000円
議　員 424,000円

※特別職の報酬などの額は、学識経験者などで構成される「稲城市特別職報酬等審議会」
の答申に基づき条例で定められています。

表５　一般行政職の級別職員数の状況（平成22年4月1日現在） 
区分 7級 6級 5級 ４級 ３級 ２級 １級

計標準的な
職務内容 部長 統括課長 課長 課長補佐 係長 主任･主事 主事

職員数 11人 11人 26人 18人 70人 76人 112人 324人
構成比 3.4％ 3.4％ 8.0％ 5.6％ 21.6％ 23.4％ 34.6％ 100.0％

参
考

１年前の
構成比 3.7％ 3.7％ 8.2％ 7.3％ 22.2％ 25.3％ 29.6％ 100.0％

５年前の
構成比 2.9％ 3.7％ 7.2％ 11.7％ 20.6％ 29.8％ 24.1％ 100.0％

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によります。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

表３　退職手当の状況

区分 稲城市 東京都 国
普通退職 定年等退職 普通退職 定年等退職 普通退職 定年等退職

支
給
率

勤続20年 24.25月分 33.50月分 24.25月分 33.50月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 32.50月分 43.50月分 32.50月分 43.50月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 49.75月分 59.20月分 49.75月分 59.20月分 47.50月分 59.28月分
最高限度 59.20月分 59.20月分 50.00月分 59.20月分 59.28月分 59.28月分

加算措置 定年前早期退職特例措置（２%～20%加算）
消防職員加算

定年前早期退職特例措置
（２%～20%加算）

※普通退職とは、自己都合などによる退職を言います。定年等退職とは、定年・勧奨・死
亡などによる退職を言います。
※消防職員に対する加算とは、消防指令補以下の職員に対する加算措置のことで、その加
算額は、給料月額に在職年数に応じた一定の増加率を乗じて得た額です。
※普通会計における平成21年度に退職した職員１人当たりの平均支給額は、普通退職で
826万円（平均勤続年数16年８カ月）、定年退職で2,699万円（平均勤続年数38年２カ月）
です。

表４　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成22年4月1日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

稲城市 325,434円 442,305円 41歳0月 339,491円 412,006円 48歳7月
東京都 337,262円 469,903円 42歳8月 308,530円 416,733円 46歳8月
※平均給与月額とは、給料に諸手当を加えたものの平均月額です。期末･勤勉手当（いわ
ゆるボーナス）は含まれていません。

表６　昇給への勤務成績の反映状況（一般行政職員）
区分 平成22年度

職員数（A） 299人
勤務成績の区分が「上位」または「最上位」に決定された職員数（B） 67人
比率（B／A） 22.4％
※勤務成績の区分が「上位」または「最上位」の職員は、「標準」の職員と比べて基本的
に１～２号拡大された昇給幅が付与されます。

表11　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（一般行政職）（平成22年４月１日現在）
区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 305,900円 342,700円 386,528円
短大卒 ― ― ―
高校卒 ― ― 321,700円

※給料月額には諸手当は含まれていません。

表９　職員定数適正化目標
計画期間 数値目標始期 終期

平成18年度 平成22年度 △ 22人

表10　職員給与費の状況（平成22年度普通会計予算）

区分 職員数
（A）

給与費 １人当たり
給与費（B／A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

平成22年度 477人 1,897,125千円 686,745千円 814,299千円 3,398,169千円 7,124千円
※給与費は、人件費から退職手当、議員報酬、社会保険料の事業主負担分である共済費な
どを除いたものです。この表には公営企業会計及び特別会計の職員給与費は含まれていま
せん。消防職員は含みます。
※職員手当のうち主なものは、扶養手当55,368千円、地域手当300,203千円、時間外
勤務手当129,690千円などです。

表２　職員の初任給（給料）の状況（平成22年４月１日現在） 

区分 稲城市･東京都 国
初任給 初任給

一般行政職 Ⅰ類（大学卒） 181,200円 Ⅰ種　181,200円
Ⅱ種　172,200円

Ⅲ類（高校卒） 142,700円 140,100円
※この初任給の他、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。

区　分 稲城市 東京都 国

交通機関利用者
(電車、バスなど)

原則6カ月
定期券額を支給

原則6カ月
定期券額を支給
1カ月当たりの
支給限度額
55,000円

原則6カ月
定期券額を支給
1カ月当たりの
支給限度額
55,000円

交通用具使用者
(車、自転車など)

片道２km以上で
通勤距離に応じて
１カ月ごとに支給

通勤距離に応じて
原則６カ月分を
一括支給

片道２km以上で
通勤距離に応じて
１カ月ごとに支給

区分
稲城市 東京都 国

期末 勤勉 期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.35月
（0.70月）

0.60月
（0.275月）

1.45月
（0.70月）

0.50月
（0.275月）

1.25月
（0.65月）

0.70月
（0.35月）

12月期 1.60月
（0.95月）

0.60月
（0.275月）

1.70月
（0.95月）

0.50月
（0.275月）

1.50月
（0.85月）

0.70月
（0.35月）

合計 4.15月
（2.20月）

4.15月
（2.20月）

4.15月
（2.20月）

職務
段階別
加算

有 有 有

※（　）内は、再任用職員に係る支給月数

９．東京都市町村公平委員会からの業務状況報告（平成21年度）
項目 件数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

５．職員の研修の状況（平成21年度）
研修の種類 受講者数 備　　　考
庁内研修 767人 一般研修・特別研修（36講座）

東京都市町村
職員研修所派遣 351人

職層別研修、政策・法務、能
力開発、情報処理、実務研修、
特別研修（76講座）

市町村職員中
央研修所派遣 ４人 専門実務研修（４講座）

その他の派遣研修 52人 （38講座）
自主研修 16人

７．職員の昇任試験の実施状況（平成21年度）
区分 受験者数 合格者数 実施日

行政職（１）

管理職昇任試験（A） ７人 ５人

平成21年９月27日

管理職昇任試験（B） ４人 ３人
主任職昇任試験（A） 13人 10人
主任職昇任試験（B） ５人 ２人

行政職（２） 主任職昇任試験（B） ３人 １人
医療職（２） 主任職昇任試験 ３人 ２人

医療職（３） 管理職昇任試験 ２人 ２人
主任職昇任試験（A） ７人 ５人

消防職 管理職昇任試験（A） １人 １人
主任職昇任試験（B） ２人 １人

行政職（２）任用替え試験 ２人 ２人
合計 49人 34人

勤務時間・休憩時間の状況
勤務時間 休憩時間勤務時間 始業時刻 終業時刻

週38時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午から60分間の休憩時間

８．職員の福祉及び利益の保護の状況（平成21年度）
職員健康診断実施状況

内容 受診者数 内容 受診者数
一般健診 593人 臨職健診 183人
胃検診 53人 ＶＤＴ健診 19人
腰痛検診 ９人 大腸がん検診 57人

職員表彰状況
内訳 被表彰者数
永年勤続

優良職員表彰
（25年）

10人

職員業績表彰 ５人
１団体

健康相談の実施状況 
件数
１件

公務災害発生状況
件数
９件

心理カウンセリング（委託） 
件数
７件

特別休暇の概要
種　　類 付与日数・期間など

公民権行使休暇 必要と認められる時間
産前産後休暇 産前産後を通じて16週間（多胎妊娠の場合にあっては、24週間）以内
妊娠初期休暇 １回の妊娠について１回に限り、日を単位として10日以内

母子保健健診休暇 必要と認められる時間、妊娠中10回の範囲内
妊婦通勤時間 勤務時間の始めまたは終わりにそれぞれ30分または一方に60分
育児時間 １日２回それぞれ45分間

出産支援休暇 出産の直前または出産の日の翌日から起算して２週間の範囲内で、日を
単位として２日以内

子の看護休暇 ５日以内（１時間を単位としても可能）
生理休暇 勤務が著しく困難な場合の休養として与える休暇
慶弔休暇 職員の結婚：７日、職員の親族の死亡：10日以内ほか

災害休暇 日を単位として、災害により現住居が滅失または損壊した日から起算し
て７日を超えない範囲内

事故休暇 必要と認められる最小範囲内（日・時間を単位）
伝染病予防休暇 日または時間を単位として、必要と認められる範囲内
出頭休暇 日または時間を単位として、必要と認められる範囲内
ドナー休暇 日または時間を単位として、必要と認められる範囲内
夏季休暇 ５日以内

ボランティア休暇 ５日の範囲内

退　職　者（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

区分 一般
事務職

土木
技術職 福祉職 消防職 医師 医療

技師職
看護師・
保健師 計

人数 24人 ６人 ２人 １人 ６人 ３人 26人 68人

給料

地域
手当

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

その他

その他

期末・
勤勉
手当

時間外
勤務
手当

特殊
勤務
手当

退職
手当

区　分 稲城市 東京都 国

配偶者 13,500円 13,500円 13,000円

配偶者以外の
扶養親族2人まで 各6,000円 各6,000円 各6,500円

その他の扶養親族 各5,000円 各5,000円 各6,500円

16歳～22歳の子が
いる場合の加算 各4,000円 各4,000円 各5,000円

稲城市 東京都 国

世帯主で扶養親族の
ある場合
9,000円

世帯主で扶養親族の
ある場合
9,000円 借家、借間居住職員

に対する支給限度額
27,000円世帯主で扶養親族の

ない場合
8,500円

世帯主で扶養親族の
ない場合
8,500円

主な手当の名称
救急手当、機関手当、出場手当、火災調査手
当、深夜特殊業務手当、救出救助専従手当、
社会福祉主事手当

人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況市 職 員 の 給 与 等 の 状 況
　「稲城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員
の任免の状況や、各種休暇などの勤務条件を市民の皆さんに広く知ってい
ただくため、お知らせします。

▽問い合わせ　人事課人事給与係

　市職員の給与は、市議会の議決によって定められる給与条例や、これ
に基づく規則などによって支給されています。その内容について市民の
皆さんのご理解をいただくため、お知らせします（表１～表11参照）。

▽問い合わせ　人事課人事給与係
１．職員の任免及び職員数に関する状況
職員数（平成22年４月１日現在）　　人数 　793人　　※教育長を含む。

６．職員の勤務成績の評定の
　　状況
　【人事考課制度】
　市では、「稲城市職員人事
考課規程」に基づき、人事考
課を実施しています。評価は、
毎年１月1日を基準日として
実施し、その結果は人事管理
に有効活用しています。

２．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（図）給与の概要（平成22年4月1日現在）

仕事の内容や責任に応じて給料表、級などによって区分されて
おり、民間でいう基本給に相当するもの

民間における賃金や物価などに関する事情を考慮して支給され
る手当。
給料、扶養手当、管理職手当の合計額の15%
（平成21年度普通会計決算において、職員１人当たり平均支給
月額 50,528円）
（国は地域区分により18%～０%。ただし、経過措置中につき
17％～０%）
（東京都は地域区分により17％～０％）

著しく危険、不快、不健康、困難な勤務、その他著しく特殊な
勤務に従事した時に支給される手当（平成21年度普通会計決
算で、18種類、受給職員割合17.4％、受給者1人当たりの平
均受給月額4,425円。市立病院職員分を除く）

管理職手当など

夜間勤務手当など

退職時に支給される一時金（５面表３参照）

正規の勤務時間を超えて勤務した時に支給される手当（平成
21年度普通会計決算で、職員1人当たり平均支給月額24,175
円)

職員の配置職員の配置

給与決定の仕組み給与決定の仕組み

給与水準給与水準

職員定数適正化の取り組み状況職員定数適正化の取り組み状況

人件費比率人件費比率
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　市では、都市基盤や環境の整備をはじめ、福祉、医療、教育、消防など、市
民生活に密接に関わる仕事を行うために、一般職員793人（平成22年4月1日
現在、教育長を含む）が勤務しています。
　施設別では、市庁舎に293人、市立病院に279人、保育園に67人、消防署に
76人、文化センター・図書館に26人、そのほか保健センターや水道課などの
施設に52人の職員を配置しています。

　都内の民間企業の賃金水準は、厚生労働省の平成21年賃金構造基本統計調
査によれば、全国を100とした場合に123.3となっており、都道府県で最も高
い水準となっています〔平均給与（超過勤務手当等を除く）による比較〕。
　一方、前述のように定められた市の職員の給与水準は、一般行政職の場合、平
成21年４月１日現在で、国の職員の給与水準を100とした場合に102.7となっ
ています（諸手当を含まない平均給料による比較）。これは東京都の多摩26市の
中で上から12番目となっています（最大105.4～最小99.1。東京都は103.6）。

　平成13年１月発表の第二次行政改革大綱及び実施計画で、市政運営の合理
化の一環として、平成13年度～17年度の５カ年で30人の定数を削減すること
とし、目標を達成しました。
　平成18年３月発表の第三次行政改革大綱及び実施計画では、平成18年度～
22年度の５カ年で22人の定数を削減（稲城市の特別な専門職である病院と消
防職員を除く）することとしています（表９参照）。

　人件費の歳出額全体に占める割合を人件費比率と言いますが、人件費比率が
高いと財政の健全性が失われ事業費を圧迫することになります。
　市では、人件費比率の抑制を図るため、前述のような給与水準や職員定数の
適正化に努めてきました。この結果、平成21年度の普通会計決算では17.3％
となっています（表１参照）。

　地方公務員の給与は、地方公務員法により、生計費、国や他の地方公共団体
の職員、民間企業の従業員の給与などを考慮して定めることとされています。
　市ではこの給与決定の原則に従い、職員の給与は国や都が行う民間企業給与
実態調査に基づく勧告や、その実施状況などを参考にし、更に同一生活圏であ
る多摩各市の動向を考慮して、市議会の審議を経て条例で定めています。
　また、市長・副市長・教育長の給料、市議会議員の報酬は、学識経験者など
で構成される「稲城市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、市議会の審議を
経て条例で定めています。
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こ
の
計
画
は
「
建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
い
て
策
定
す
る
も
の
で
、
建

築
物
の
耐
震
化
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
震
に
よ
る
建
築
物
の
被

害
の
軽
減
を
図
り
、市
民
の
生
命
・

財
産
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

　

市
内
で
平
成
21
年
中
に
発
生
し

た
火
災
件
数
は
17
件
で
す
。

　

出
火
原
因
は
、
た
ば
こ
、
放
火

（
放
火
の
疑
い
）、
コ
ン
ロ
の
順
に

　

火
災
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

市
内
に
勤
務
や
居
住
す
る
消
防
団

員
を
召
集
す
る
た
め
、
各
分
団
詰

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
モ
ー
タ
ー

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
早
期
に
消
防

団
員
が
詰
所
に
召
集
し
、
災
害
現

場
へ
迅
速
に
出
動
す
る
た
め
に
吹

鳴
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
後
と

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
総

務
課
庶
務
係　

☎
377
・
７
１
１
９

安全安心なまちづくりを推進

稲城市
耐震改修促進計画及び
地震ハザードマップ

を策定しました

▽閲覧・問い合わせ　
稲城消防署警防課防災係

　

平
成
23
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
（
平
成
16
年
４
月
２

日
〜
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）と
、

中
学
校
へ
入
学
す
る
生
徒
（
平
成

10
年
４
月
２
日
〜
11
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
皆
さ
ん
に
、
就
学
・

入
学
通
知
書
を
１
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
通
知
書
が
１
月
中
に
届

か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
で
、
市
立

の
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
方
は
、
学
校
教
育

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

学
校
教
育
課
学

務
係

　

平
成
23
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
、

学
校
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の

就
学
・
入
学
通
知
書
を

送
り
ま
す

小
学
校
入
学
前
の学校

説
明
会

ご
利
用
く
だ
さ
い

教
育
・
出
産
・

住
宅
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

不
要
な
ラ
イ
タ
ー
は

　

有
害
物
の
日
に

捨
て
ま
し
ょ
う
！

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
基
本
と

な
っ
て
い
る
「
減
災
」
の
視
点
か

ら
市
内
建
築
物
の
耐
震
化
の
目
標

や
取
り
組
む
べ
き
施
策
な
ど
を
定

め
た
も
の
で
す
。

▽
計
画
期
間 

平
成
22
年
度
〜
27

年
度
末

▽
対
象
建
築
物 

建
築
基
準
法
に

お
け
る
新
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年

６
月
１
日
施
行
）
の
導
入
以
前
に

建
築
さ
れ
た
建
築
物
の
う
ち
、
次

に
該
当
す
る
も
の

①
住
宅
＝
戸
建
住
宅
、
共
同
住
宅

②
特
定
建
築
物
＝
耐
震
改
修
促
進

法
第
６
条
に
定
め
る
特
定
建
築
物

（
民
間
が
所
有
す
る
建
築
物
）

③
防
災
上
重
要
な
公
共
建
築
物
＝

稲
城
市
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る

防
災
上
重
要
な
市
有
建
築
物
（
防

災
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
、
災

害
時
の
避
難
収
容
施
設
、
災
害
時

に
重
要
な
機
能
を
果
た
す
施
設
、

そ
の
他
延
べ
床
面
積
が
200
㎡
以
上

の
市
有
建
築
物
）

▽
耐
震
化
の
目
標　

下
表
の
と
お

り▽
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
お
け

る
基
本
的
な
取
組
方
針

①
住
宅
・
建
築
物
の
所
有
者
等
の

役
割

　

住
宅
・
建
築
物
の
所
有
者
等
は
、

「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守
る
」
と

い
う
自
助
の
考
え
方
、
地
域
に
お

け
る
助
け
合
い
に
よ
る
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
共
助
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

地
震
防
災
対
策
を
自
ら
の
問
題
、

地
域
の
問
題
と
い
っ
た
認
識
を
持

っ
て
、
主
体
的
に
住
宅
・
建
築
物

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
昭
和
56

年
の
新
耐
震
基
準
の
施
行
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
・
建
築
物
の
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
や
建
て
替
え

等
に
努
め
、
地
震
時
に
地
域
の
安

全
性
に
重
大
な
影
響
を
与
え
か
ね

な
い
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
認
識

し
、
主
体
的
に
耐
震
化
に
取
り
組

む
も
の
と
し
ま
す
。

②
市
の
役
割

　

市
は
、「
市
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
守
る
」
こ
と
を
基
本
と

し
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
優
先
的

に
耐
震
化
す
べ
き
建
築
物
や
重
点

的
に
耐
震
化
す
べ
き
地
域
の
耐
震

化
を
促
進
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め

本
市
は
、
市
民
に
対
し
て
建
築
物

の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
、

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
・
授

業
料
な
ど
）・
出
産
（
分
娩
・
入
院

費
用
な
ど
）・
住
宅
〔
増
改
築
な
ど

（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
を
含
む
）〕
資
金
の
調
達
を
予
定

す
る
方
に
、
取
扱
金
融
機
関
へ
の

融
資
あ
っ
せ
ん
と
金
利
の
補
助
を

し
ま
す
。

※
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

▽
融
資
限
度
額
（
返
済
期
間
）

○
教
育
資
金
＝
100
万
円
（
５
年
以

内
）

○
出
産
資
金
＝
50
万
円
（
３
年
以

　

子
ど
も
の
ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び

が
原
因
で
の
火
災
事
故
を
防
ぐ
に

は
、
周
囲
の
大
人
の
注
意
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ラ
イ
タ
ー

を
保
管
・
処
分
す
る
際
は
以
下
の

点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
中
、車
の
中
に
放
置
せ
ず
、

子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
き
ち
ん
と
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
に
触
ら
せ
ず
、
火
遊
び

の
危
険
性
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
不
要
な
ラ
イ
タ
ー
は
月
１
回
の

有
害
物
の
日
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

※
ガ
ス
が
あ
る
場
合
は
無
理
に
ガ

ス
抜
き
せ
ず
、
透
明
・
半
透
明
の

地
域
の
連
帯
に
よ
る
防
災
意
識
の

高
揚
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の

普
及
に
努
め
、
国
や
都
、
関
係
団

体
や
住
宅
・
建
築
物
所
有
者
と
連

携
し
、
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と

に
耐
震
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

稲
城
市
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

稲
城
市
地
域
防
災
計
画
の
被
害

想
定
と
稲
城
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
に
基
づ
き
、
地
震
時
の
自
宅
や

そ
の
近
隣
の
危
険
性
を
詳
細
に
表

示
し
た
「
稲
城
市
地
震
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
一
定
規
模
の
地
震
が
起
き

た
場
合
の
揺
れ
や
す
さ
を
示
し
た

「
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」
と
、
地
域

に
お
い
て
建
物
に
被
害
が
生
じ
る

程
度
を
示
し
た
「
地
域
の
危
険
度

マ
ッ
プ
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
稲
城
市
耐
震
改
修
促
進

計
画
と
稲
城
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
稲
城
消
防
署
警
防
課
防
災
係

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

小学校入学前の説明会日程
学校名 期日 受付時間 開始時間 電話

稲城第一小学校 ２月１日（火） 午後１時45分～ 午後２時～ 377－1661

稲城第二小学校 ２月21日（月） 午後２時15分～
午後
２時30分～ 331－5709

稲城第三小学校 １月31日（月） 午後１時50分～ 午後２時～ 377－9077

稲城第四小学校 ２月８日（火） 午後１時30分～ 午後２時～ 377－4443

稲城第六小学校 ２月15日（火） 午後１時40分～ 午後２時～ 378－3521

稲城第七小学校 ２月17日（木） 午後２時15分～
午後
２時30分～ 377－0351

向陽台小学校 ２月10日（木） 午後２時15分～
午後
２時30分～ 378－6101

城山小学校 ２月１日（火） 午後２時10分～
午後
２時30分～ 379－0700

長峰小学校 ２月８日（火） 午後１時45分～ 午後２時～ 331－3111

若葉台小学校 ２月４日（金）午後２時～ 午後
２時30分～ 331－7900

平尾小学校 ２月14日（月） 午後１時45分～ 午後２時～ 331－4391

※自動車での来校はご遠慮ください。
※開始時間までにお集まりください。

耐震化の目標

建築物の
種類

耐震化率

現状
目標

（平成27
年度末）

住宅 73.6%
（平成21年１月現在）  90％

民間特定
建築物

88.1%
（平成21年１月現在）  90％

防災上重要な
市有建築物

93.2%
（平成22年１月現在） 100％

な
っ
て
お
り
、
火
災
の
多
く
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
「
気
の
緩
み
」
や

「
不
注
意
」か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

放
火
に
よ
る
火
災
は
建
物
の
濡ぬ

れ
縁え

ん

や
駐
輪
場
な
ど
に
置
か
れ
た

物
か
ら
発
生
し
ま
し
た
。

　

放
火
へ
の
危
機
意
識
を
持
ち
、

地
域
ぐ
る
み
で
放
火
さ
れ
な
い
環

境
を
作
り
、
放
火
に
よ
る
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

○
ご
み
出
し
は
指
定
さ
れ
た
場
所

及
び
収
集
時
間
を
守
る
。

○
郵
便
受
け
の
中
の
新
聞
な
ど
の

取
り
忘
れ
を
し
な
い
。

○
不
審
者
へ
の
警
戒
と
監
視
の
目

を
強
め
る
と
と
も
に
、
物
置
な
ど

の
施
錠
管
理
を
す
る
。

風
呂
釜
（
室
内
）
の

取
り
扱
い
に
注
意
！

　

ガ
ス
風
呂
釜
を
点
火
し
よ
う
と
、

押
し
回
し
式
点
火
ス
イ
ッ
チ
を
操

作
し
た
と
こ
ろ
、
点
火
不
良
に
よ

る
爆
発
が
起
こ
り
、
風
呂
釜
や
周

住
ま
い
の

住
ま
い
の

防
火
・
放
火
対
策

防
火
・
放
火
対
策

内
）

○
住
宅
資
金
＝
300
万
円
（
５
年
以

内
）

▽
融
資
利
率
（
2.8
％
）

○
本
人
負
担
＝
０
・
988
％

○
市
補
助
＝
１
・
812
％ 

※
教
育
資
金
と
、
稲
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
で
耐
震
診

断
を
受
け
て
耐
震
補
強
改
修
工
事

を
行
う
住
宅
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
は
、
各
年
度
の
本
人
負
担
利
息

が
２
千
円
以
上
の
時
は
、
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
平
成
23
年
度
ま
で
、

各
年
度
、
本
人
負
担
利
率
が
２
分

の
１（
０
・
988
％
↓
０
・
494
％
）に

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
金
融

機
関
に
０
・
988
％
の
本
人
負
担
利

率
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
各
年

度
末
に
、
市
に
対
し
て
利
率
０
・

494
％
分
を
ご
請
求
い
た
だ
く
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

袋
に
「
ガ
ス
あ
り
」
な
ど
と
明
記

の
う
え
、
お
出
し
く
だ
さ
い
。
不

燃
ご
み
と
し
て
燃
え
な
い
ご
み
袋

に
入
れ
て
出
す
と
、
収
集
時
に
火

災
の
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

必
ず
月
１
回
の
有
害
物
の
日
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
が
簡
単
に

使
え
な
い
ラ
イ
タ
ー

が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
平
成
23
年
９
月
27

日
以
降
は
、
子
ど
も

が
簡
単
に
操
作
で
き

な
い
幼
児
対
策
（
チ

ャ
イ
ル
ド
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
機
能
）
を
施
し

た
ラ
イ
タ
ー
で
な
い

と
販
売
で
き
な
い
規

制
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
現
在
お

▽ 12月後半の作業日・会場
12月21日（火）・市役所来庁
者第２駐車場
※草葉や野菜くずなどは持ち
込めません。

▽問い合わせ　環境課ごみ・
リサイクル係

家庭剪定枝リサイクル情報家庭剪定枝リサイクル情報家庭家庭剪剪
せ んせ ん

定定
て いて い

枝枝
しし

リサイクル情報リサイクル情報
手
持
ち
の
ラ
イ
タ
ー
が
使
用
で
き

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
末
年
始
に
向
け
て
、
ラ
イ
タ

ー
の
保
管
・
処
分
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

▽
問
い
合
わ
せ 

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

　おもちゃの修理を無料で行います。モデルガ
ンなどの危険なおもちゃは取り扱いません。

▽期日　平成23年１月22日（土）

▽時間　午前10時～正午

▽費用　無料（部品交換の場合は実費負担）

▽会場・申し込み・問い合わせ　リサイクルシ
ョップ（東長沼3101番地の４）☎379－5374
※通常開館日は水・金曜日です。年末年始の休
館日は12月25日（土）から平成23年１月11日
（火）です。

おもちゃの病院おもちゃの病院

火
災
時
な
ど
に
お
け
る

火
災
時
な
ど
に
お
け
る

消
防
団
員
召
集
の

消
防
団
員
召
集
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

火
災
時
な
ど
に
お
け
る

消
防
団
員
召
集
の

サ
イ
レ
ン
吹す

い

鳴め
い

囲
の
建
具
が
破
損
す
る
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

風
呂
釜
か
ら
の
火
災
を
防
止
す

る
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
！

○
点
火
し
た
こ
と
を
確
認
し
必
ず

換
気
を
行
う
。

○
点
火
し
な
い
場
合
は
、
連
続
操

作
を
す
る
こ
と
な
く
時
間
を
空
け

て
か
ら
行
う
。

○
排
気
筒
が
外
れ
て
、
鳥
な
ど
が

巣
を
作
る
な
ど
物
が
詰
ま
っ
た
ら
、

清
掃
及
び
修
理
を
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
予

防
課
予
防
係　

☎
377
・
７
１
１
９

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
課

消
費
生
活
係

　

な
お
、
学
校
説
明
会
の
詳
し
い

内
容
は
、
各
学
校
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象 

平
成
16
年
４
月
２
日
〜

17
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

の
保
護
者

▽
学
校
名
・
期
日
な
ど　

左
上
表

の
と
お
り

▽
問
い
合
わ
せ 

学
校
教
育
課
学

務
係

リサイクルショップ情報

おもちゃの病院おもちゃの病院



22・12・15（7） 代表電話は378－2111

凡例　 対象　 期日　 期間　 時間　 会場　 定員　 内容　 費用　 申込方法　 申込期限　 申込先　 問い合わせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

応
募
・
問
い
合
わ
せ

☎
３
７
７
・
２
２
１
２

パソコン講習会

コース 期日
（コース期間） 時間 受講料

テキスト代
①初めてのパソコンⅡ
（パソコンを10倍楽し
むために）

１月11日（火）・
12日（水） 　　

（２日間計６時間）
午前９時30分
～12時30分

3,000円
無料

②インターネット／メ
ール講座
（ホームページ閲覧、
メール送受信）

１月18日（火）・
19日（水） 　　

（２日間計６時間）
午前９時30分
～12時30分

3,000円

無料

③デジカメ入門講座
（パソコン取り込み、
画像加工）

１月25日（火）・
26日（水） 　　 

（２日間計６時間）
午前９時30分
～12時30分

3,000円
無料

商
工
会

商
工
会だよ

り

商
工
会

商
工
会

問
い
合
わ
せ☎

３
７
７
・
１
６
９
６

第２回生活習慣病予防教室
１日目 ２日目

期日 １月18日（火） １月28日（金）

時間 午前10時～午後２時 午後１時30分
～３時30分

会場 保健センター 総合体育館

内容
メタボリックシンドロ
ームの話、栄養の話（昼
食はヘルシー御膳を用
意します）

運動教室（ストレッチ
ング、ウォーキングな
ど）

防寒の方法

社
会
福
祉

協
議
会
か
ら

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
３
７
０
・
２
４
８
０

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道

管
内
の
水
が
凍
り
、
水
道
管
が
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道

管
に
も
十
分
な
防
寒
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

▽
凍
結
・
破
裂
の
起
こ
り
や
す
い

場
所　

屋
外
に
配
管
さ
れ
、
①
管

が
露
出
し
て
い
る
場
所　

②
建
物

の
北
側
な
ど
陽ひ

の
当
た
ら
な
い
場

所　

③
風
当
た
り
の
強
い
場
所

▽
防
寒
の
方
法 

右
下
図
の
よ
う

に
、
保
温
材
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
保

温
筒
、
毛
布
や
厚
手
の
布
な
ど
）

を
取
り
付
け
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

で
す
き
間
な
く
巻
き
ま
す
。ま
た
、

蛇
口
は
特
に
凍
り
や
す
い
の
で
、

夜
間
は
布
な
ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ

い
。

漏
水
事
故
に
ご
注
意
を
！

　

建
物
の
解
体
や
改
築
時
に
、
給

水
道
管

水
道
管
に
も

冬
支
度
を　
　

消
費
者
講
座

こ
れ
か
ら
の
葬
送
供
養
、

こ
れ
か
ら
の
葬
送
供
養
、

そ
の
基
礎
知
識
と

そ
の
基
礎
知
識
と

知
恵
知
恵

水
管
の
漏
水
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
解
体
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

給
水
管
の
撤
去
や
改
造
な
ど
の
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
水
道
工
事
店
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

水
道
課
配
水
係　

☎
377
・
３
９
２
３

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
冬
至
の

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
、
お

葬
式
の
準
備
と
手
順
、
葬
儀
社
の

選
び
方
や
費
用
な
ど
を
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▽
期
日 

平
成
23
年
１
月
12
日

受
講
者
募
集　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

18
歳
以
上
の
方

※
文
字
入
力
の
で
き
る
方

下
表
の
と
お
り

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ポ
ス
タ

ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://hom

epage3.nift
y.com

/inagi-sc/

）
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

各
コ
ー
ス
15
人

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス

ゆ ず 湯ゆ ず 湯

小学生以下、入浴日小学生以下、入浴日
現在満65歳以上の方現在満65歳以上の方
の料金が無料の料金が無料

「
ゆ
ず
湯
」を
実
施
し
ま
す
。
広
々

と
し
た
銭
湯
で
ひ
び
や
ア
カ
ギ
レ

を
治
す
と
言
わ
れ
る
ゆ
ず
湯
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
小
学
生
以
下
の
方
と
65

歳
以
上
（
年
齢
の
分
か
る
も
の
が

必
要
で
す
）
の
方
の
入
浴
料
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

▽
期
日
・
会
場　

12
月
22
日（
水
）・

玉
城
湯（
矢
野
口
）、稲
城
浴
場（
大

丸
）

▽
問
い
合
わ
せ 

玉
城
湯
（
矢
野

口
）
☎
377
・
６
１
５
４
、
稲
城
浴

場
（
大
丸
）
☎
377
・
７
２
２
２
、

市
役
所
経
済
課
商
工
係

（
水
）

▽
時
間 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

▽
会
場 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
４

階
集
会
室

▽
定
員 

30
人
（
先
着
順
）

▽
講
師 

二
村　

祐
輔
氏
（
葬
祭

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
参
加
費 

無
料

▽
主
催 

稲
城
市
・
稲
城
市
消
費

者
ル
ー
ム
運
営
協
議
会

▽
申
込
方
法 

消
費
者
ル
ー
ム

（
午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
５
時
）
に
電
話
（
☎
370
・
７
５

１
０
）で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

経
済
課
消
費
生

活
係

（
複
数
可
）・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　

７
月
30
日（
金
）に
発
売
し
た

「
稲
城
生
き
活
き
商
品
券
」
の
使

用
期
限
が
近
付
い
て
い
ま
す
。
お

手
元
に
未
使
用
の
商
品
券
が
あ
る

場
合
は
、
必
ず
期
日
ま
で
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
い
か
な
る

理
由
で
あ
っ
て
も
、
現
金
と
の
引

き
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▽
使
用
期
限 

12
月
31
日（
金
）

稲
城
生
き
活
き
商
品
券

使
用
期
限
が近

付
い
て
い
ま
す

　

簡
単
な
料
理
を
作
っ
て
、
皆
さ

ん
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
焼
き
そ

ば
＆
ス
ー
プ
を
作
り
ま
す
。

知
的
障
害
が
あ
り
、
自
分
で
来

ら
れ
る
方

平
成
23
年
１
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
教
室

10
人
程
度
（
先
着
順
）

知
的
障
害
者
料
理
教
室

12
月
22
日（
水
）必
着

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒
206
・
0802
稲

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

　

建
物
の
耐
震
化
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
集
中
的
に
行
う
耐
震
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の
保

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
・
解
消
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
食
生
活
」
と
「
運
動
」
な
ど
の

生
活
習
慣
の
改
善
で
す
。
あ
な
た

も
「
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
! !

　

手
軽
に
で
き
る
料
理
や
簡
単
に

で
き
る
運
動
の
紹
介
、
あ
な
た
の

平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
・

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中
! !! !

第
２
回
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

第
２
回
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

お
な
か
ス
ッ
キ
リ

お
な
か
ス
ッ
キ
リ
! !! !

脱
・
メ
タ
ボ
宣
言
！

脱
・
メ
タ
ボ
宣
言
！

み
ん
な
の
健
康

み
ん
な
の
健
康

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
稲
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー　

〒
206
・
0804
稲
城
市

百
村
112
の
１　

☎
378
・
３
４
２
１

建
物
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

冬
の
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
ま
す
! !

平
成
23
年
１
月
11
日（
火
）

〜
24
日（
月
）

○
耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
23
年
１
月
14
日（
金
）

午
後
３
時
30
分
〜
６
時

都
庁
都
民
ホ
ー
ル

250
人
（
要
予
約
）

耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局　

☎
03
・
５
３
８
８
・
３
３
４
８

○
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
セ
ミ
ナ
ー

平
成
23
年
１
月
15
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

都
庁
都
民
ホ
ー
ル

250
人
（
要
予
約
）

首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

会　

☎
03
・
３
２
５
６
・
６
４
３

１○
体
験
・
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

平
成
23
年
１
月
19
日（
水
）〜
21

日（
金
）

正
午
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

東
大
地
震
研
究
所
、
東
京
臨
海

広
域
防
災
公
園
な
ど
（
予
定
）

各
日
20
人
（
要
予
約
）

耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局　

☎
03
・
５
３
８
８
・
３
３
４
８

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
法
等
展

示
会
、
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

平
成
23
年
１
月
19
日（
水
）〜
21

日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
入
退
場
自
由
（
最
終
日
は
午
後

５
時
ま
で
）

JR
新
宿
駅
西
口
地
下
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー

○
耐
震
化
・
賃
貸
経
営
お
役
立
ち

セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

平
成
23
年
１
月
22
日（
土
）

午
後
１
時
〜
５
時

都
庁
大
会
議
場

500
人
（
要
予
約
）

東
京
共
同
住
宅
協
会　

☎
03・

３
４
０
０
・
８
６
２
０

　

耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は
、

「
東
京
都
都
市
整
備
局
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
京
都
都
市
整
備
局
建
築
企
画

課　

☎
03
・
５
３
８
８
・
３
３
６

２

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
自

動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
取
得
さ
れ
た
方
を
対
象

と
し
て
、
来
年
３
月
末
ま
で
、
平

成
23
年
度
分
の
減
免
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
は
、

必
要
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お

近
く
の
都
税
事
務
所
な
ど
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
以
降
に
自
動

車
を
取
得
し
、
課
税
が
あ
る
場
合

の
申
請
期
間
は
、
従
来
ど
お
り
登

録
の
日
か
ら
１
カ
月
以
内
で
す
。

申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
当
年

度
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
減
免
に
は
上
限
額
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。都

税
総
合
事
務
セ
ン
タ
ー
自
動

車
税
課
調
査
係　

☎
０
５
７
０
・

064
・
１
７
１
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
を
ご
利
用
の
場
合
は　

☎
03
・

５
９
８
５
・
７
８
１
４
）

日
野
法
人
会新

春
講
演
会

参
加
者
募
集
中
! !

第
２
回
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

お
な
か
ス
ッ
キ
リ
! !

脱
・
メ
タ
ボ
宣
言
！

平
成
平
成
2222
年
度　

母
子
講
演
会

年
度　

母
子
講
演
会

発
達
障
が
い
を
持
つ

発
達
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
の
「
い
い
と

子
ど
も
の
「
い
い
と

こ
ろ
」
応
援
計
画

こ
ろ
」
応
援
計
画

子
ど
も
の
見
方
を
変
え
て
、

子
ど
も
の
見
方
を
変
え
て
、

子
ど
も
の
味
方
に
な
ろ
う

子
ど
も
の
味
方
に
な
ろ
う

食
事
診
断
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
！

40
歳
〜
64
歳
の
方
で
２
日
間
参

加
で
き
る
方

上
表
の
と
お
り

※
第
３
回
は
平
成
23
年
２
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

20
人
（
先
着
順
）

無
料

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

12
月
28
日（
火
）

平
成
22
年
度　

母
子
講
演
会

発
達
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
の
「
い
い
と

こ
ろ
」
応
援
計
画

子
ど
も
の
見
方
を
変
え
て
、

子
ど
も
の
味
方
に
な
ろ
う

護
者
、
関
係
者
な
ど

平
成
23
年
１
月
14
日（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
（
受
付

は
午
後
１
時
30
分
〜
）

ベ
ル
ブ
永
山
（
多
摩
市
永
山
公

民
館
）
５
階
ベ
ル
ブ
ホ
ー
ル

150
人

発
達
障
害
の
子
の
具
体
的
な
関

わ
り
に
つ
い
て
、
保
護
者
と
し
て

の
心
の
持
ち
方
に
つ
い
て
な
ど

▽
講
師　

阿
部　

利
彦
先
生
（
所

沢
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
健

や
か
輝
き
支
援
室
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

南
多
摩
保
健
所　

☎
042
・
371
・

７
６
６
１
、

042
・
375
・
６
６
９

７

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
（
多

摩
市
）

直
面
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
経

済
・
外
交

▽
講
師 

森
本　

敏
氏
（
拓
殖
大

学
海
外
事
情
研
究
所
長
・
同
大
学

院
教
授
）

無
料

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

12
月
24
日（
金
）

（
社
）日
野
法
人
会　

☎
042
・

593
・
９
９
０
０

▽
持
ち
物 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾き

ん

、

手
拭
き
タ
オ
ル

350
円

平
成
23
年
１
月
13
日（
木
）

都
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度

定
期
課
税
分
の
自
動
車
税
の

障
害
者
減
免
申
請
の

事
前
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す



22・12・15 代表電話は378－2111 （8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。

2歳児歯科
健康診査希望

１．健診日　１月５日
２．幼児氏名（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

○○がん検診希望

１．住所

２．氏名（フリガナ）

３．生年月日（年齢）

４．電話番号

５．前回検診年月日
　　（分かる範囲で）

▲申込記入例

▲申込記入例

health
        meter
health
        meterヘルスメーターヘルスメーター

ワクチンで防げる病気

第2部No.331第2部No.331

▽問い合わせ　稲城市保健センター
☎378-3421

※予約が必要な相談は、午前８時30分から午後５時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（☎378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（☎378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（☎378－3366）で予約を受け付けます。
※平成23年１月４日（火）の法律相談は、12月28日（火）に受け付けます。
※平成23年１月５日（水）の住宅リフォーム相談は、12月24日（金）まで予約を受け付けます。

12／15 水

１歳６カ月児健康診査（平成21年５月生まれ） 保健センター
女性の悩み相談 10時～４時（予約終了） 協働推進課女性青少年係
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時30分～４時30分（予約終了） 経済課消費生活係
高齢者・障害者の法律相談 １時30分～４時30分（予約随時） 福祉センター
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

16 木

１歳児歯科健康診査（平成21年11月生まれ） 保健センター
３歳児健康診査（平成19年11月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
税務相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

17 金
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時30分～４時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

18 土

19 日 ＋休日急病診療所　松本医院（東長沼）９時～５時 ☎377－6027
＋休日薬局　　　　薬局コスモ（大丸）９時～５時 ☎378－4714

20 月 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

21 火

３カ月～４カ月児健康診査（平成22年８月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

22 水
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

23 木 ＋休日急病診療所　あべ内科クリニック（東長沼）９時～５時 ☎379－4870
＋休日薬局　　　　稲城駅前薬局（東長沼）９時～５時 ☎370－8370

24 金 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

25 土
休日窓口　８時30分～５時（正午～１時を除く）　

市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
心の専門相談 １時～４時（前日までに予約） 福祉センター

26 日 ＋休日急病診療所　東長沼クリニック（東長沼）９時～５時 ☎379－4851
＋休日薬局　　　　徳永薬局東長沼店（東長沼）９時～５時 ☎370－7837

27 月 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

28 火
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

29 水 ＋休日急病診療所　谷平医院（矢野口）９時～５時 ☎377－6433
＋休日薬局　　　　マスキ薬局（矢野口）９時～５時 ☎377－6025

30 木 ＋休日急病診療所　稲城診療所（大丸）９時～５時 ☎377－6128
＋休日薬局　　　　南多摩調剤薬局（大丸）９時～５時 ☎379－4382

31 金 ＋休日急病診療所　やのくち小児科アレルギー科（矢野口）９時～５時 ☎370－7707
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）９時～５時 ☎370－2182

1／１ 土 ＋休日急病診療所　桜井医院（押立）９時～５時 ☎378－3224

２ 日 ＋休日急病診療所　高クリニック（平尾）９時～５時 ☎331－8201

３ 月 ＋休日急病診療所　もりこどもクリニック（若葉台）９時～５時 ☎350－6977

４ 火
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

み
ん
な
の
健
康

み
ん
な
の
健
康

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。 稲

城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
206
・
0804
稲
城
市
百
村
112
の
１

☎
378
・
３
４
２
１

乳
が
ん
・

乳
が
ん
・子宮

が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

2
歳
児
歳
児歯

科
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査

ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ

ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）
ワ
ク

ン
ザ
菌
ｂ
型
）
ワ
ク

チ
ン
任
意
予
防
接
種

チ
ン
任
意
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成

費
用
の
一
部
助
成

平
成
平
成
2222
年

医
師
・
歯
科
医
師
・

医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
・
保
健
師
・

薬
剤
師
・
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
・

助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生

士
及
び
歯
科
技
工
士

士
及
び
歯
科
技
工
士

の
届
け
出

の
届
け
出

乳
が
ん
・子宮

が
ん
検
診

2
歳
児歯

科
健
康
診
査

ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）
ワ
ク

チ
ン
任
意
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成

平
成
22
年

医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
・
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生

士
及
び
歯
科
技
工
士

の
届
け
出

乳
が
ん
検
診

▽
対
象 

昭
和
46
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平

成
21
年
度
未
受
診
の
方

▽
検
査
方
法 

視
触
診
検
査
、
乳

房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
会
場 

市
立
病
院
（
平
日
）

▽
受
診
料 

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は
790
円
（
保

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

子
宮
が
ん
検
診

▽
対
象 

平
成
３
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
女
性
の
市
民
で
、
平

成
21
年
度
未
受
診
の
方

▽
検
査
方
法 

細
胞
検
査

▽
会
場 

①
市
立
病
院
（
平
日
）　

②
増
田
産
婦
人
科
（
平
日
・
土
曜

日
）

▽
受
診
料 
２
２
５
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は
750
円
（
保

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

◆
共
通
事
項

▽
申
込
方
法 

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（

https://
w
w
w
.e-tetsuzuki99.com

/to

kyo/

）、
窓
口
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

毎
月
22
日
締
切
で
月
末
に
受
診
票

と
受
診
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
届

き
ま
し
た
ら
各
医
療
機
関
へ
直
接

予
約
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い

〔
受
診
期
間
は
平
成
23
年
３
月
31

日（
木
）ま
で
〕。

※
一
日
の
予
約
枠
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
受
診
で
き
な
い
場

合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

平
成
23
年
２
月
22

日（
火
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

　

歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
康
診
査

　

ク
ー
ポ
ン
券
予
約
受
付
は
平
成

23
年
２
月
28
日（
月
）ま
で
で
す
。

　

一
日
の
予
約
数
に
限
り
が
あ
り
、

受
付
終
了
間
近
に
な
る
と
、
予
約

が
集
中
し
受
診
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
早
め
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
検
診
車
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
の

予
約
受
付
を
12
月
28
日（
火
）ま
で

延
長
し
ま
し
た
。

　

医
師
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
12

月
31
日
現
在
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
届
け
出
用
紙
は
都
内
保
健
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
届
け
出
は

　

乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予

防
す
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

▽
助
成
対
象 

平
成
22
年
４
月
１

日
以
降
の
接
種
日
に
お
い
て
、
生

後
２
カ
月
以
上
５
歳
未
満
で
稲
城

市
民
の
乳
幼
児
の
保
護
者
で
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
生

活
保
護
受
給
世
帯
、
中
国
残
留
邦

人
な
ど
に
属
す
る
方

②
接
種
を
受
け
た
乳
幼
児
と
同
一

世
帯
に
お
住
ま
い
の
方

▽
助
成
金
額 

１
回
に
つ
き
４
千

円
を
上
限（
一
人
最
大
４
回
ま
で
）

▽
申
請
方
法 

保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
書
類 

①
申
請
書
（
保
健

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）　

②
領
収
書
（
原
本
）　

③
接
種
記

録
の
あ
る
母
子
健
康
手
帳
な
ど
の

コ
ピ
ー　

④
生
活
保
護
受
給
世
帯

な
ど
の
方
は
そ
の
証
明
書 

⑤
印

鑑
及
び
振
込
先
の
分
か
る
も
の

▽
申
請
期
間 

接
種
日
か
ら
１
年

以
内

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、

食
べ
方
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。

▽
対
象 

平
成
20
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

▽
健
診
日 

平
成
23
年
１
月
５
日

（
水
）

▽
受
付
時
間 

午
前
９
時
20
分
〜

10
時
30
分

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相

談（
食
事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、コ
ッ
プ
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル

▽
申
込
方
法 

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
窓

平
成
23
年
１
月
17
日（
月
）ま
で
に

保
健
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

○
医
師
・
歯
科
医
師
・
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
及
び
歯
科
技
工
士
の

方
＝
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
人

材
課

☎
03
・
５
３
２
０
・
４
４
３
４

03
・
５
３
８
８
・
１
４
３
６

○
薬
剤
師
の
方
＝
東
京
都
福
祉
保

健
局
薬
務
課

☎
03
・
５
３
２
０
・
４
５
０
３

03
・
５
３
８
８
・
１
４
３
４

　

昨
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
急
激
な
広
が
り
方
を
覚
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
誰
も
免
疫
を
持
っ
て
い

な
い
新
型
感
染
症
が
現
れ
る
と

野
火
の
ご
と
く
広
が
り
ま
し
た
。

立
ち
向
か
う
予
防
接
種
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
急
速
な

収
束
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
大
規
模
な
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
起

こ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
免
疫
を

持
た
な
い
方
を
中
心
に
第
２
波

と
呼
ば
れ
る
集
団
感
染
が
心
配

さ
れ
、
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
新
型
と
季

節
性
と
両
方
の
株
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
予
防
接
種
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

一
方
で
は
多
剤
耐
性
菌
の
よ

う
に
抗
生
物
質
に
抵
抗
力
を
も

っ
た
菌
の
出
現
も
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
病
原
体
と
人
間
の
知

恵
比
べ
の
よ
う
で
す
ね
。
見
え

な
い
敵
と
戦
う
に
は
治
療
戦
略

と
予
防
戦
略
の
二
本
立
て
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
は
接
種
し
た
方

が
病
気
か
ら
守
ら
れ
る
個
人
防

衛
と
、
多
く
の
方
が
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
集
団
と
し
て
免
疫

が
高
ま
り
、
敵
の
病
原
体
を
封

じ
込
め
る
包
囲
網
を
つ
く
る
効

果
と
が
あ
り
ま
す
。
両
方
の
効

果
を
得
る
た
め
に
学
校
の
よ
う

な
集
団
生
活
に
入
る
前
に
受
け

て
お
き
た
い
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
日
本
で
は
諸

外
国
と
比
べ
て
定
期
予
防
接
種

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
・

子
宮
頚け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
、
耳

慣
れ
な
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２

０
０
５
年
よ
り
、
日
本
脳
炎
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
の
勧
奨
を
控

え
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
０

年
４
月
よ
り
３
歳
児
の
勧
奨
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
勧
奨
控
え

の
期
間
に
、
新
た
に
感
染
が
認

め
ら
れ
、
ま
た
、
新
た
な
ワ
ク

チ
ン
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
や

は
り
予
防
接
種
が
必
要
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
、
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
病

気
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

迷
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
や
内
容
、
接
種
順
位
、
間
隔

な
ど
、
受
け
る
方
の
健
康
状
態

や
免
疫
状
態
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
に

母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ワ
ク
チ
ン
で
得

る
免
疫
は
目
に
見
え
な
い
大
き

な
財
産
で
す
。

稲
城
市
医
師
会　

武た
け

井い　

牧ま
き

子こ

12月15日～1月4日12月15日～1月4日

お
早
め
の
ご
利
用
を

お
早
め
の
ご
利
用
を

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

お
早
め
の
ご
利
用
を

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

口
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

12
月
22
日（
水
）必

着

な
ど
の
方　

④
20
歳
以
上
30
歳
未

満
の
方
（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
）

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


